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指定管理者制度導入施設 モニタリングチェックシート

１ 業務の遂行状況及び収支の状況

（令和２年度
上半期（４月～９月）
年間 （４月～３月）

の管理運営状況）

施設名 希望の家・ひばり分室 指定管理者
社会福祉法人
あきる野市社会福祉協議会

指定期間
平成３０年４月 １日から
令和 ３年３月３１日まで

担当課 障がい者支援課

項目 分類 年間計画（Ａ）
実績（Ｂ）

（モニタリング時）
対計画比率

（Ｂ/Ａ×100）

業務の
遂行状況

開館日数（日） 243 122 50.2％

延べ利用者数（人） 5,832 2,411 41.3％

事業開催
回数

必須事業（回） 243 122 50.2％

自主事業（回） ％

収支状況

収入

指定管理料（円） 11,068,000 5,534,000 50.0％

利用料金収入(売上）（円） 50,976,000 16,207,463 31.8％

自主事業収入（円） ％

その他の収入（円） 1,197,000 3,820,064 319.1％

収入計（円）…① 63,241,000 25,561,527 40.4％

支出

人件費（円） 50,512,000 23,642,539 46.8％

維持管理経費（円） 10,614,000 3,452,258 32.5％

自主事業関係経費（円） ％

その他の支出（円） 2,115,000 94,870 4.5％

支出計（円）…② 63,241,000 27,189,667 43.0％

収支（①－②）（円）…③ 0 －1,628,140 ％

諸経費（本社運営費など）…④ 0 0 ％

総収支（③－④）（円） 0 －1,628,140 ％

指定管理者の自己評価（改善点、その他特記事項）

【開館日数・利用者数について】

開館日数は、計画通りであるが、利用者
数については、病気等による欠席者がいた
ため、上半期計画値（2,928人）の 82.3%
となっている。希望の家については、利用
者数が定員 20人のところ14人となってい
るため、実習生の受け入れを行い、入所の
促進を図っている。

【事業の実施状況について】

利用者全員に個別支援計画を作成し、利
用者一人ひとりに合った支援を行ってい
る。また、事業の実施や日々の活動の状況
については、新型コロナウイルス感染症の
感染防止対策を徹底しながら、充実した活
動になるように取り組んでいる。

【収支状況について】

新型コロナウイルス感染症の影響によ
り利用者数が減少したことに伴い収入減
となったが、あきる野市から公共施設安
定運営補償金が支払われたことで、減収
分の一部を補填することができた。自立
支援費収入については、サービスの提供
から２か月遅れで入金されることから、
上半期の計画比率が 31.8%となり、収支
が▲1,628,140円となっている。

所管課の評価（指摘事項）

【開館日数・利用者数について】
新型コロナウィルス感染症拡大期におい

ても、感染症対策を行いながら事業を実施

し、利用者の日中活動の場の確保に努めて

いる。利用者数については、感染症の影響

による減少や、病気等による欠席者がいた

ものの、他の利用者の通所は安定してい

る。

【事業の実施状況について】
個別支援計画に基づき利用者に合わせ

た支援を実施していることから、新型コロ

ナウィルス感染症の拡大期においても、事

業を実施することができている。利用者及

び家族から市に対し、対応に対する不満は

寄せられておらず、保護者会では感謝の言

葉が多く聞かれていることから、高く評価

する。

【収支状況について】
利用者の減少により収入が減ったが、

減収分については市が補填した。自立支

援給付費は２か月遅れで入金されるた

め、実質的な収支は安定している。
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２ チェック項目

※評価基準

「 適 正 」：その項目について、協定書、事業計画書等に沿った適正な指定管理業務を行っている。

「要改善」：その項目について、協定書、事業計画書等に照らし合わせて、目標達成されておらず、改善の余地がある。

評価項目・評価事項（数値目標） 確認資料等
指定管理者の
自己評価

所管課の評価

受付等の業務

施設の利用許可等を条例に従い適切に行っている
日報、月報、利用者

アンケート、申請書
適正・要改善 適正・要改善

使用料、利用料金の徴収、減免を適切に行ってい

る
日報、月報、申請書 適正・要改善 適正・要改善

施設・設備の
維持管理

消防設備、機械設備の保守点検や施設の修繕等を

適切に行っている

各種点検結果報告

書、実地
適正・要改善 適正・要改善

衛生環境を維持するため清掃業務等を適切に行っ

ている
日報、月報、実地 適正・要改善 適正・要改善

備品等を適切に保管・管理している 備品台帳、実地 適正・要改善 適正・要改善

業務の全部又は主たる業務を第三者に請け負わせてい

ない
実地 適正・要改善 適正・要改善

安全性への配慮

安全管理、衛生管理、危機管理に関するマニュア

ルが整備され、また、職員等に対する指導訓練が

適切であり、市への通報体制が整っている

危機管理マニュア

ル
適正・要改善 適正・要改善

避難経路の確保、事故防止策や防犯等の警備業務

など利用者への安全対策が講じられている
実地 適正・要改善 適正・要改善

損害保険等の必要な保険に加入している 保険証書 適正・要改善 適正・要改善

透明性・公平性

ホームページ等により施設の情報の公開に努めて

いる
ホームページ 適正・要改善 適正・要改善

情報公開に対する体制を整備している
情報公開マニュア

ル
適正・要改善 適正・要改善

利用者の平等な利用が確保されている
日報、月報、利用者

アンケート、申請書
適正・要改善 適正・要改善

効果的・効率的
な運営

苦情や利用者アンケートによる意見、要望等を管

理運営に反映している
利用者アンケート 適正・要改善 適正・要改善

施設の利用者拡大の取組を行っている
日報、月報、事業報

告書
適正・要改善 適正・要改善

経費削減のための取組を行っている
日報、月報、事業報

告書
適正・要改善 適正・要改善

広報紙、チラシ、ホームページなどにより積極的

に事業等を周知している

広報紙、チラシ、ホ

ームページ
適正・要改善 適正・要改善

人員配置・
人材育成等

事業計画書どおりの人員を配置してい

る
18 人

人員配置計画、実

地、出勤簿

18 人

適正・要改善
適正・要改善

事業計画書どおりの職員の指導育成や

研修を行っている
1回/年 研修マニュアル

実施回数 1回

適正・要改善
適正・要改善

障がい者や高齢者、地域住民の雇用促

進に努めている
20％ 人員配置計画

27.5％

適正・要改善
適正・要改善

労働法令の遵守やハラスメント対策など、労働環

境への適切な配慮がなされている

実地、出勤簿、就業

規則等
適正・要改善 適正・要改善

個人情報の保護
個人情報を保護するための取組を行っている

個人情報保護マニ

ュアル
適正・要改善 適正・要改善

文書管理を適切に行っている 保存文書 適正・要改善 適正・要改善

自主事業の取組
自主事業の実施により、市民サービスの向上に努

めている

事業報告書、日報、

月報、実地
適正・要改善 適正・要改善

環境への配慮
省エネルギーの取組、環境負荷低減、ゴミの減量

など、環境への配慮に取り組んでいる
日報、月報、実地 適正・要改善 適正・要改善
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３ 上記１、２の評価に関する所見

指定管理者による所見（改善点、その他特記事項）

利用者の日中活動については、新型コロナウイルス感染症の感染防止対策を徹底し、職員間で情報の共有

を図り、利用者一人ひとりの状況に合わせた適切な支援を行っている。また、定期的に開催する保護者会に

おいて意見や要望等を把握し、サービスの向上と日中活動の支援に役立てている。

安全性の配慮については、看護師を配置することで利用者の健康管理や相談などを受け入れる体制を整え

ている。また、震災・火災等に対応するため、災害対応マニュアルに沿った避難訓練を実施している。

所管課による所見（指摘事項など）

個別支援計画に基づく支援や保護者会の定期開催など、利用者に対して適切な支援を提供できるよう努力

している。また、看護師を配置していることもあり、新型コロナウィルス感染症拡大期においても事業所を

閉所することはなく、日中活動の場を提供できたことを高く評価したい。今後も、感染症対策等を行いつつ、

利用者が充実した日中活動が行えるよう、各種取組をお願いする。


